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Abstract
In a large―scale earthquake in recent years,rnany reinforced concrete(RC)structures were seriously damaged
lt in necessary to improve structures to prevent such damage
This paper reports the resutts from the compression shearing and bending tests of Concrete Filled Tube(CFT)
and Reinforced Concrete Filled Tube (RCFT)in shape Of square to the clarify their physical characteristics
(strength,ductility,composition,etc)





































図 1に示す一辺125 mmの正方形断面で高 さ300
mmの短柱試験体を用いて圧縮せん断試験を行った。試
験体は表 1に示すとおり,鋼管の厚さ別に分けた23種
類とした。使用材料は鋼管にSS 400,主鉄筋 (φ6mm)
にSR235,帯鉄筋に (φ3mm)に鋼線(SWRM6TM)で
ある。
充填コンクリートの配合を表 2に示す。コンクリート
強度は高強度コンクリート43.8N/mm2,低強度コンク
リート280N/mm2とした。なお,配筋が密なために隅々
までコンクリートが充填するように,混和剤に高性能
AE板水剤と増粘剤を使用した。
試験は図 2に示す要領で,荷重制御方式で載荷,載荷
速度6kN/sec,載荷ピッチ200 kNとし,歪みが塑性域
に入った後は3回の繰り返し載荷とした。各荷重の上限
と無荷重時には30秒間の荷重保持時間を設けた。測定頂
目は鋼管表面の歪み18点,充填コンクリートの歪み2
点,試験体の鉛直変位である。試験の終了条件は試験体
の耐力が最大の80%を下回るか,変位が40 mm以上に
なったときとした。
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